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論 文 亭 主 椿 革 の 要 旨
＼
本研究柱.ア`ソジオテンシンⅡ受容体括抗築 くARB)､ロサルタンとサイアザイド系利尿
薬こヒドロクロロチアジドの併用療法と高用量ARBを早朝収締期血圧の降年効果を比較し
た研究球界である｡
その結果､3ケ月後の早期収縮期血圧･早期拡張血圧の低下度は｡併用群で有意に大きく､
有害事象は併用群で23.1%､高用量ARB群で9.1%で有意差は静めていない｡
高血圧の中でも特に早朝高血圧杜心血管イベントのリスクが高い事がわかっており､常
･用量ARBにて早朝高血圧の.=ントロ丁ルが不良な高血圧患者において､ARBとサイアザ
イド系利尿薬の組み合わせが康れていることを示した｡本研究成果はARB半-せ降庄目標
の達成が困難な症例に対して､今後の埠療戦略の押印こ繋がるものとして価値ある業務で
あると帯める｡
よって､本研究者娃博士 (医学)の学位を得る資格があると駆める｡
